
10月定例教育委員会

資料報告

O資料報告一覧

。「 Sヽるさと月間」の試行実施について

(義務教育課)

。高校生の上海中国語研修、釜山韓国語研修について

(高校教育課)

・令不□7年度に県立高等学校及び特別支援学校高等部において
使用する教科用図書の採択結果について

(高校教育課・特別支援教育課)

・令和7年度に県立特別支援学校中学部において使用する教科用
図書の採択結果について        (特 別支援教育課)

・第38期第 1回長崎県社会教育委員の会議について
(生涯学習課)

・水中 (元寇)遺跡に係るシンポジウムの開催について
(学云文化課)

・令不□6年度第 1回長崎県立長崎図書館協議会の会議結果について
(長崎図書館)

※資料配布での報告とさせてしヽただきます。

※御質問があれば、御連絡くださしヽ。

,県立長崎図書館の活動報告について

(長崎図書館)
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義務教育課

件  名
「ふるさと月間」のH行実施について

概  要
1逮 旨
令和 7年度に本県で開催される「第40回国民文化祭 第 25回全国障

害者芸術・文化祭」の時期に合わせて、郷上の伝統文化等に触れたり、見

つめ直したりする「ふるさと月間」を設定することで、地域の魅力を再認

識し、ふるさとの良き伝統や文化を守り伝えようとする意識を高める。

2期 間
11月 1日 から11月 30日

(試行 :令和 6年度、本格実施 :令和 7年度から)

3 関係機関における取組
【県教育委員会】

地域一体となったふるさと教育の推進に向け、広報。啓発等を実施

(取組例)月 間の広報、県内のふるさと教育に係る取組を紹介

【市町教育委員会】

各市町立小中学校、義務教育学校の取組への支援

(取組例)ふるさと月間の趣旨を各学校に周知、学校の取組を紹介

4 各学校における取組
「ふるさと月間」に合わせてふるさとの伝統や文化、ふるさとの魅力等

について児童生徒が再発見したり考えた りする機会の設定。

(取組例)児童生徒に話をしたり、ふるさとに係る学習の実施時期を見

直したりする。 (新規の取組を求めるものではない。)
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件  名
高校生の上海中国語研修、釜山韓国語研修について

概  要
1.高校生の上海中国語研修について

①研修期間   7月 22日 (月 )～ 8月 2日 (金)11泊 12日
②研修参加者  長崎県内の高校生 8名 (う ち壱岐高校 5名 )
③研修会場   上海外国語大学等
④主な研修内容

(1)中国語研修
。事前にインターネットを用いて中国語のレベル調査を行い、そ

れぞれのレベルにより初級 。中級 。上級にクラス分けして受講。

・ 12コ マ (1コマ 90分)の授業を受講。

(2)企業研修

・海外のグローバル企業で働く魅力や、コミュニケーションカ、

語学力の必要性などについて受講。

(3)上海市内研修

・豫園・外灘などを訪問。

・歴史的な建造物等を見学するとともに、研修で身につけた中

国語を、買い物等において活用。

(4)上海市光明中学 との交流
。「科学技術によってつくられるよりよい未来」をテーマに、中

国側は日本語で、日本側は中国語で発表 した。さらに、お互い

の趣味などについて積極的に意見交換を行い、親睦を深めた。
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概  要
2.高校生の金山韓国語研修について

①研修期間  7月 17日 (水)～ 7月 25日 (木)8泊 9日

②研修参加者 姑馬高校 国際文化交流科 2年生 19名
③研修会場  釜慶大学校等
④主な研修内容

(1)韓国語研修

・韓国語のレベルにより上級 。中級にクラス分け。

・事前のテス トも含め、 16コヤの授業を受講。

(2)韓国文化体験
。料理 (プルコギ)、 テコンドー、伝統楽器、韓服の体験を実施。

(3)韓国の高校生との交流

・釜山情報観光高校 (2007年に姑馬高校と姉妹校縁組を締結)の
学生との交流 (高校訪問時)。

(4)慶州市内研修

・ 2～ 3名のグループごとに 1日 の計画を立て、貸切バスを利用
して移動 し、徒歩散策にて市内見学と

。すべてのグループが、慶州市の中心部や観光地 (仏国寺、慶州
国立博物館)を訪問。
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O研修期間、参加者、会場
。臓 問 7月 22日 (月 )～8月 2日 (金) H,白 12日

。研修参加者 壱岐高校 東アジア歴史・中国語コース 5名

佐世保商業高薇 諫早商業高棋 長崎日大高校 各 I名

。研修会場 上海外国語大学等

○研修受け入れ先 (上海外国語大学)

開講式の様子 語学研修の様子

O企業研修

「行楽」での企業研修の様子 「キヤノン」での企業研修の様子
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O上海市内研修

豫園での集合写真 外灘での集合写真

O上海市光明中学との交流

発表の様子 意見交換の様子
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2-の 金山韓国瓢 与

○研修期間、参加者、会場

・醐 間 7月 17日 つ0～7月 25日 (木) 8,自9日

・研修参加者 対馬高校 国際文化交流科2年生 19名

・研修会場 金慶大学校等

○研修受け入れ先(国立釜慶大学鵜

国立釜慶大学校 釜慶大ウェルカムボード

○語学研修
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語学研修の様争① 語学研修の様争②
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O韓国文化体験

料理体験 (プルコ→ の様子 韓服体験の様子

○その他の研修
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観光情報高校訪問の様子 慶州市研修の様子

O教育長訪問

越越龍

| |さ ・  1∵ 1

教育長の研修視察 調印式
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高校教育誤 。 別支援教育課

件  名 令和 7年度に県立高等学校及び特別支援学校高等部において使用する
教科用図書の採択結果について

概  要 (1)採択に関する基本方針

2 採択に当たっては、特色ある学校づくり、生徒の実態及び学校
の置かれている諸条件を十分に考慮 し、各学校の教育課程に適 し
た教科用図書を採択する。

3 採択後は速やかに採択教科用図書及び採択理由を公表するな
ど、採択の透明性

｀
の確保を図る。

(2)採択の方法
1 各学校は、教科書選定委員会を組織 して教科用図書の調査研
究を行い、生徒や学校の実態に即して採択を希望する教科用図書
を選定し、県教育委員会に報告する。
これをもとに、県教育委員会において十分な確認を行い、使用
する教科用図書を年度ごと、学校ごとに教育長が採択する。
なお、各学校及び県教育委員会は、外部からの不当な働きかけ
等により、教科用図書の公正確保に関し問題が生じることのない
ように十分に留意する。

2 高等学校で使用する教科用図書については、「高等学校用教科
書目録 (令和 7年度使用)」 に登載されているものの中から採択
する。
ただし、文部科学省検定済教科書及び文部科学省著作教科書
が発行されていない場合は、学校教育法附則第 9条及び同法施行
規則第 89条の規定により、教科の主たる教材 として教育目標の
達成上適切な図書を採択する。

3 特別支援学校高等部で使用する教科用図書については、特別支
援学校高等部用の文部科学省検定済教科書及び文部科学省著作
教科書が発行されていないことから、学校教育法附則第 9条及び
同法施行規則第 131条 の規定により、各学校の教育課程 との整
合性を十分に検討 した上で、適切な教科用図書を採択する。
ただし、高等学校の学習指導要領に準ずる教育を受ける者の教科用
図書については、「高等学校用教科書目録 (令和 7年度使用)」 に登載
されているものの中から採択するものとし、同目録に登載されている
教科用図書を使用することが適当でない場合は、教科の主たる教材と
して教育目標の達成上適切な図書を採択する。

(3)採択の結果
。71校  3,457点
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特別支援教育課 _

令和7年度に県立特別支援学校中学部において使用する教科用図書の

採択結果について
件  名

1 検定済教科書の採択について

。今年度は、中学校で使用する検定済教科書について、4年に一度の採択

えの年度にあたる。

。今年度 5月 の臨時教育委員会で決定された「令和 7年度使用教科用図書

採択基準について」に基づき、採択を進めた。

・特別支援学校中学部において、令和 7年度に中学校の学習指導要領に

る教育を受ける生徒の検定済教科書については、交流及び共同学習の

を留意し、別紙資料のとおり、原則として学校が所在する採択地区が

したものと同一の検定済教科書を採択した。

。なお、中学校の学習指導要領に準ずる教育課程以外で学習する生徒が

済教科書を使用する際は、別紙資料を参考にすることとしている。

(別紙資料)

令和 7年度 県立特別支援学校中学部において使用する検定済教科用図
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別紙資料

※発行者名の表記

今和 7年度 県立特別支援学校中学部において使用する検定済教科用図書

Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ｉ

逮侮

東書

学研

あかつき

日文

日文

日文

日文

教出

光村

東書

教 出

光村

外国語
《籍 )

東書

東書

開隆

開隆

東書

光村

開隆

教出

教 出

開隆

開隆

東書

保健体有

学研

東書

学研

大修

学研

大修

東書

学研

大 ロ

東書

東書

東書

技術・忠虚
(掌庭分野〕

開隆

開隆

東書

東書

開隆

教図

開隆

東書

東書

開隆

東書

東書

技術・窯嵐
(技術分野)

開隆

開隆

東書

東書

開隆

開隆

開隆

東書

開隆

教図

東書

東書

美術

光村

日文

光村

光村

光村

日文

開隆

光村

光村

日文

日文

光村

告菓
てB凛篠 )

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

音楽
(‐ )

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

教芸

理科

東書

啓林

大日本

東書

東書

大 日

東書

来書

啓林

大 日

啓林

大 日

数学

啓林

泉書

東書

東書

東書

東書

東書

勧

東書

東書

東書

東書

地口

帝回

帝回

帝国

帝回

帝国

帝国

帝回

帝国

帝国

帝回

帝固

帝国

社 会

(公民)

東書

東書

教 出

東書

東書

教出

東書

教出

東書

教出

日文

東書

会
Ｄ
社
低

東書

東書

教 出

東書

東書

教出

東書

教出

東書

教出

日文

東書

社会
(地4)

東書

東書

教 出

東書

東苦

教出

東書

教出

東書

教 出

日文

東書

書写

教出

光村

光村

教出

光村

光村

光村

光村

光村

光村

光村

光村

目穏

光村

三省

光村

三省

三省

東書

三省

光村

光村

光村

光村

光村

渡当猿

長崎特別支援学校 (肢体)

ろう学校佐せ保分教室 (職党〕
佐世保特別支援学校 (肢体)

諫早特別支援学校 (肢体)
索早東特別支援学校 (肢体 璃弱)

大村特別支援学校 (癌弱)
″

盲学校 (税党)

桜が丘特別支援学校 (窮弱)

操択地区

長崎

佐世保

諫早

大村

対馬

壱岐

西海

西彼
(時薄町)

東彼
0‖編町)

県〕ヒ
(平戸す)

五島
(二▲奮)

彙書…東京書籍
二省…三省堂
大修…大停館書店
あかつき…わかつき教育図●

学口…学校回書
帝国…帝目書院
学研…株式会社Gokken

・開隆…関隆堂出版
・光村…光村図書
。日文一日本文教出版

・教図…教育国
=・教芸…教育芸術社

・数研…数研出版

大日…大日本国書
教出…教育出版
啓林…啓林館

※知的障害者である児童生徒に る教育を行う特別支援学校は上記 を にすることができる

島分校支援学校五鶴由特別支援学校、鶴商特別支援学技壱岐分校、虹の原特別虹の原特別支援学校、山分教室、島原特別支援学校商串
川桐特別支援学校

島原特別支援学校、(知的障害教育奮「開)

時和特別支援学猿西彼杵分校、
支援学校
支援学校、



生涯学習課

件  名 第38期 第1回長崎県社会教育委員の会議について

概  要 1 開催 ロ

令和 6年 9月 5日 (木)15:00～ 17:00

2 出席者

前川教育長、長崎県社会教育委員 13名 、生涯学習課 9名

3 協議事項

第38期長崎県社会教育委員の会議の方向性について

4 協議内容 (概要 )

○第38期審議テーマ

「楽 しさでつながる長崎 らしい社会教育のあ り方」

～社会教育応援メンセ~ジを基にした取組の推進～

〇第 38期長崎県社会教育委員の活動の方向性

第 37期 では、第四期長崎県教育振興基本計画をふまえ、長崎県の

新たな社会教育のあ り方について協議を重ね、社会教育委員や、社

会教育に携わる方々へ向けた「社会教育応援 メンセ~ジ」を作成 し
た。

第 38期では、このメンセ~ジ を市町と共有 し、実践を広げていく。
委員の取組を視察 した り、活動の情報交換 を行った りするなど、

メンセ~ジの具現化を目指 し行動 してい く。
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学芸文化課
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件 名 水中 (元寇)遺跡に係るシンポジウムの開催について

概 要 1主  旨  _
松浦市鷹島では、これまで元寇船をはじめ、元寇に関する様々な出土

遺物が確認されており、平成 24年 3月 には「鷹島神崎遺跡」が水中遺
跡として国内で初めて国の史跡に指定された。

このような中、県では令和 5年度から、「我がまちの元寇再発見事業」
として、元寇の痕跡をたどる発掘調査やパンフレントの作成、シンポジ

ウムの開催等をとおし、水中遺跡及び元寇への興味・関心の喚起に取り

組んでおり、令和 6年度は 以ヽ下により県外及び県内の 2会場において、
シンポジウムを開催する。

2 シンポジウム概要
(1)開催テーマ
「モンゴル襲来」と海の路  ―元の軍船の航路を探る一
・鎌倉時代に起こった「モンゴル襲来 (元寇)」 において、元船が

辿った航路について、松浦市の鷹島海底遺跡や、鷹島へ至る航路

上の島々の水中遺跡の調査を踏まえ、専門家も交え検討を行 う。
●

(2)会場、開催日等
①福岡県太宰府市 九州国立博物館ミュージアムホール
同 時 :令和 6年 11月 4日 (月・祝)
報告者等 :

高津 孝 (放送大学特任教授、鹿児島大学名誉教授)
伊藤 幸司 (九州大学比較社会文化研究院教授) ほか

※関連イベント

・県主催 パネル展 「モンゴル襲来の痕跡を探る」
令和 6年 10月 29日 ～ 12月 22日 (3Fイベントスヘ

°―ス)

・九州国立博物館主催 特集展示 「モンゴル襲来の痕跡を探る」
令和 6年 10月 29日 ～令和 7年 1月 19日 (文化交流展示室)

②平戸市 たびら活性化施設ホール
日 時 :令和 7年 2月 15日 (上 )
報告者等 :

服部 英雄 (九州大学名誉教授) ほか

一　
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~!イ ‐「モ ル襲未」と海の路
●エー ‐・ 元の軍船の航路を探る

令和7年

◇ 2月 15 (土 ) 13:30開始(13:00受付開始)
/11手前中込不要(定 lt180名 )

場所 平戸市たびら活性化施設ホール
〒859‐ 48071こ崎県平戸市|||｀ |た lll]・ II!免 27‐ 1

1金垣者 1服部英離 (ブし)H大学名誉教授)ほか
i:m: ユく山奇げ[t教育委lt会  )に‖: 十`二戸市教育委li会  後1麦/松浦市教育委11会

けげ亡きピース
X十七祭2025

791,14」 O Ⅲlll!30_o

長崎県教育庁学芸文化課

祝言島渾春における碇石の潜水調査 (新上五島町)

ぜ

寧
イ



「モンゴノン襲未」と海の路
―元の軍船の航路を探る一

今年は、鎌倉時代に起こったモンゴル襲来、いわゆる「元寇』(文永の役・1274年)から、

750年目にあたりま現 近年、水中遺跡である鷹島海底遺跡の調査から、元軍の実態

様々な成果が得られていま現 さらに、鷹島へ至

がら元の
秦

関連シンポジウム

令和6年

11月 4日 (月・振体)温:i圏銘
九州国立博物館ミュージアムホール

1登
壇者
1属豪薫彗祷荒齋莫璽琵歌錘     島ゝ

主催/長崎県教育委員会 共催/九州国立博物館 碇石 (壱岐市)

関連イベント

パネル展 文化交流展 特集展示

「モンゴル襲来」の痕跡を探る 「モンゴル襲来の痕跡を探る」

◆
0

令和6年

10月 29日 (火)～ 12月 22日 (日 )

九州国立博物館3階イベントスペース
主催/長崎県教育委員会 共催/九州国立博物館

10月 29日 (火)～ 1月 19日 (日 )

九州国立博物館文化交流展示室
主催/九州目立博物館 共催/長備県教育委員会



長崎図書館

件  名
令和 6年度第1回長崎県立長崎図書館協議会の会議結果について

概 要 1 開催ロ
2場 所

3 出席者

4 会次第

5概 要

O新委員に対する図書館内の視察の実施

○委員の互選により浜口委員を委員長に、力丸委員を副委員長に選出

O上記会次第に沿つて事務局からの説明と委員からの質疑応答

<主な意見>

O貸出冊数を増やすために、初めて来られた方が借りやすいような展

示や来館者の興味をそそるような展示をさらに考えてもらいたい。

O図書館実務研修会については、すごく興味があるテーマで実施して

いるので、今後も参加者のニーズを把握しながら実施してもらいたい。

6 今後の予定
。令和 7年 2月 に第 2回会議を開催予定

※参考

図書館協議会 (根拠法令 :図書館法第 14条 )

図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う

図書館奉仕につき、館長に紺して意見を述べる機関

令和 6年 9月 2日 (月 )

ミライ on図書館

長崎県立長崎図書館協議会委員 9名 (1名欠席 )

館長、副館長、各課長等

(1)開会

(2)委員長・副委員長選出

(3)協議等

・県立長崎図書館の概要と運営状況について

・令和 5年度事業報告

・令和 6年度経営目標と主要事業について

(4)その他

-15-



長 崎 書館
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件  名 県立長崎図書館の活動報告について

概  要 1 令和 6年度重点推進項目
(1)第 110回全国図書館大会長崎大会の開催

(2)県民へのサービス提供の充実

(3)県内公共図書館等との連携 。協力体制の充実

(4)県民の課題解決への支援

(5)さ まざまな学習機会の提供

(6)県内公共図書館職員等の研修の充実

2 県立長崎図書館の活動実績
(1)年度末蔵書数      |

(2)利用状況

On

区 分 R3 R4 R5

一般資料 974.760 991,625 1.007.916

前年度増減数 17.493 16,865 16.291

児童 145,805 150.228 154,499

前年度増減教 4,440 4.423 4,271

郷土資料 186,346 191.171 195.638

前年度増減数 11.ィ 883 4,825 4.467

その他 27.915 27,915 27.915

前年度増減教 0 0 0

合 計 1,334,826 1.360.939 1,385,968

前年度増減数 33,816 26.113 25.029

区分 R3 R4 R5

館外貸出冊数 920,403 851,850 829 085

一 日平均 3,230 3,010 2,899

登録者 5,861 4,846 4,313

一 日平均 21 17 15

累計 40,069 44,915 49,228

入館者 374,294 365,798 378,853

一日平均 1,313 1,293 1,325

一目
一
『
　

　

一
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ンター

(3 へ の

4

R4 R5区分 R3

35,460 37,641館外貸出冊数 305

132一日平均 48 121

1,080 458登録者 284

2一日平均 1 4

2,103565 1,645累計

40,602 43,469入館者 3,775

152一日平均 16 139

協 力 貸 出 冊 数

R4 R5
市 町 名

R3

810長  崎  市 1,003 816

1,146 942佐 世 保 市 1,438

1,178島  原  市 1,428 1,110

2,294 2,205諌  早  市 2,455

大  村  市
870 826平  戸  市 1,015

1,139 1,111 1,103松  浦  市
386対  馬  市 380 352

1,263 1,177壱  岐  市 1,397

1,6681,642 1,054五  島  市
3,186 2,865西  海  市 3,980

2,313 2,100 1,611雲  仙  市
2,700 3,527南 島 原 市 2,445

4,612 4,607 3,881長  与  町
5,9006,380 5,938時  津  町

917 1,038束 彼 杵 町 561

2,429 2,531 2,412川  棚  町
982 673波 佐 見 町 815

965 944 1,059小 値 賀 町
1,082佐   々 町 531 954

4,272 4,881新 上 五 島 町 4,000

39,224合  計 40,928 39,147

協 力 貸 出 冊 数

R3 R4 R5

3,311 4,202 3,142高 等 学 校
591大 学 図 書 館 571 471
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